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世 帯 数 

男性 １６３名 （ １名増 ） 

１７０ 

（増減なし） 

女性 １３９名 （ ３名増 ） 

合計 ３０２名 （ ４名増 ） 

  運航日数（前年数値） 就航率（前年数値） 

客 船 ８日  （ １４日） ２７％ （ ４６％） 

貨 物 船 ３日 （  ４日） ７５％ （１００％） 

ヘリコミ ３１日 （ ３０日） １００％ （ ９７％） 

  来島者数（前年数値） 離島者数（前年数値） 

客 船 ６３名 （ ７３名） ５９名 （ ９２名） 

ヘリコミ ３１６名 （２８９名） ４１７名 （３８３名） 

◆◆◆ １月号 目次 ◆◆◆  

村長から新年のご挨拶 １ｐ 

胃がん検診を実施いたします ２ｐ 

新庁舎等複合施設整備実施計画の延期について ３ｐ 

島民カレンダー 別紙 

広 報 
第４１４号 令和７年１月 

みくら 

１２月の気象データ（前年数値） 

◆１２月の来島者数・離島者数 ◆１２月の運航日数・就航率 ※客船２回/日 

◆世帯と人口（前月比）令和７年１月１日現在 

気 

温 

平 均 １２.３℃  
雨 

量 

１０分最大 ５.５mm （１４.５℃） （   １４.０mm ）  

最 高 ２０.２℃  時間最大 １４.０mm （ ２２.８℃ ） （   １３.５mm ）  

最 低 ６.３℃  総 雨 量 ７９.０mm （  ６.５℃ ） （  ２２１.５mm ）  

湿 

度 
平 均 ６８.２％ 

風 

速 

平   均 ４.０m / s 
（ ７３.９％ ） 

（   ３.４m / s ）  

最   高 ２３.３m / s （    ２４.４m / s ）  

初日の出の様子 

http://www.mikurasima.jp/
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 村

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ

が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り

本
村
の
行
政
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
起
こ
り
ま
し
た
「
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
」
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
ご
遺
族

の
方
々
に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
多
く
の
方
々
が
被
災
さ
れ
た
こ
と

に
心
が
痛
み
ま
す
。
政
府
の
補
正
予
算
も

成
立
し
、
今
後
大
規
模
な
復
旧
復
興
事
業

が
実
施
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も

早
く
復
旧
復
興
が
進
む
こ
と
を
願
っ
て
止

み
ま
せ
ん
。 

さ
て
、
一
昨
年
よ
り
村
長
に
就
任
し
、
早

１
年
２
か
月
余
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
力
不
足
の
点
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

村
民
の
皆
様
の
付
託
に
こ
た
え
る
た
め
、

村
民
生
活
の
安
定
向
上
を
目
指
し
、
精
一

杯
努
力
し
な
け
れ
ば
と
新
春
よ
り
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
７
年
も
皆
様
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

《 

少
子
化
対
策 

》 

 

我
が
国
は
、
一
昨
年
出
生
数
が
８

０
万
人
を
下
回
る
な
ど
少
子
化
が
進

ん
で
お
り
ま
す
。
本
村
も
例
外
で
は

な
く
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
の
未
来
に

わ
た
っ
て
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
事

態
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
村
と
し
て

は
そ
う
い
っ
た
事
態
に
対
処
す
る
た

め
、
出
産
、
子
育
て
の
負
担
を
軽
減

す
る
べ
く
昨
年
村
独
自
の
「
子
育
て

支
援
助
成
」
、
「
出
産
支
援
助
成
」

を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
高
校
の
な
い

本
村
の
特
殊
事
情
に
よ
り
中
学
卒
業

後
に
島
を
離
れ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
と
し
て
「
中
学
生
教
育
資
金
助

成
金
」
、
「
高
校
生
等
就
学
資
金
助

成
金
」
、
「
大
学
生
等
就
学
資
金
助

成
金
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
否
応
な
し

に
実
家
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子

ど
も
た
ち
の
就
学
活
動
へ
の
一
助
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

《 

防
災
対
策 

》 

 

昨
年
起
こ
っ
た
「
能
登
半
島
地
震
」

で
も
お
わ
か
り
に
な
る
と
お
り
、
近
年

頻
発
す
る
自
然
災
害
は
、
い
つ
起
こ
っ

て
も
不
思
議
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
常

に
備
え
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
本
村
に

お
い
て
も
様
々
な
防
災
対
策
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
充
実
が
必

要
と
考
え
ま
す
の
で
、
そ
の
一
つ
と
し

て
村
内
防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機
設
置

事
業
を
来
年
度
実
施
す
る
予
定
で
す
。

以
前
よ
り
村
内
放
送
が
聞
き
取
り
に
く

い
と
の
声
を
多
数
伺
っ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
村
か
ら
の
情
報
伝
達
の
充
実
を

進
め
る
考
え
で
す
。 

 

《 

住
宅
不
足
対
策 

》 

 

住
宅
不
足
は
村
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に

関
連
し
て
お
り
ま
す
。
人
口
増
加
、
人

材
の
育
成
、
確
保
な
ど
を
目
指
し
て
い

く
上
で
は
特
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。
村
で
は
以
前
よ
り
「
た
り
ぼ

う
・
森
山
が
下
地
区
の
住
宅
整
備
」
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
順
調
な
進
捗

を
図
り
ま
す
。
「
東
京
宝
島
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
事
業
」
を
活
用
し
、
Ｉ
タ
ー
ン
、

Ｕ
タ
ー
ン
向
け
な
ど
の
住
宅
の
整
備
を

進
め
ま
す
。 

 

《 

新
塵
芥
処
理
施
設
整
備
事
業 

》 

平
成
８
年
に
整
備
さ
れ
た
現
塵
芥
処
理
施

設
の
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め
、
新
塵
芥
処

理
施
設
の
整
備
に
向
け
、
調
査
及
び
計
画
策

定
を
進
め
ま
す
。
一
般
廃
棄
物
の
焼
却
処
理

は
廃
棄
物
処
理
の
メ
イ
ン
で
あ
り
ま
す
が
、

小
規
模
自
治
体
の
本
村
に
お
い
て
は
大
規
模

事
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
財
源
確
保
も
含

め
、
廃
棄
物
処
理
が
滞
る
こ
と
の
な
い
よ
う

事
業
進
捗
に
努
め
ま
す
。 

 

上
記
以
外
に
も
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
施
策
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
小
規
模
自

治
体
で
、
自
主
財
源
が
乏
し
い
た
め
、
十
分

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
が
、
交
付
金
、
補
助
金
、
地
方

債
、
余
剰
金
な
ど
を
活
用
し
、
高
齢
者
、
子

供
た
ち
、
現
役
世
代
な
ど
村
内
に
住
む
す
べ

て
の
方
々
が
安
心
し
て
生
活
し
、
活
気
の
あ

る
村
づ
く
り
の
た
め
邁
進
す
る
考
え
で
す
の

で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
夢

と
希
望
、
そ
し
て
幸
せ
に
満
ち
た
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

御
蔵
島
村
長 

 

德
山 

正
彦 

村
長
か
ら
新
年
の
ご
挨
拶 
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●歯科（要予約） 

  １月１８日（土）～２２日（水） 

   （柳澤歯科医師） 

  ２月１日（土）～５日（水） 

   （髙橋歯科医師） 

【予約・お問合せ】 

  ☎０４９９４－８－２２０６(御蔵島診療所) 

 

専門診療・保健師来島日 

●保健師来島日程    

  １月１４日（火）～１６日（木） 

   (幡野保健師・青木保健師) 

  ２月１２日（水）～１４日（金） 

   (関山保健師・笹井保健師) 

【お問合せ】 

 ☎０４９９４－８－２１２１(総務課民生係) 

胃がん検診を実施いたします 

 今年度の胃がん検診を下記日程にて実施いたします。詳細につきましては、別途お配りしている案内チラシ 

をご確認ください。 

■日程  ：令和７年２月５日（水）、６日（木）、７日（金） 

■受付時間：各日 午前７時３０分～１０時３０分頃 （予定） 

【お問合せ】村役場総務課民生係 

芝税務署・確定申告出張相談 

 芝税務署による令和６年分所得税の確定申告出張相談を実施しますので、この機会をご利用ください。 

■日時 ：令和７年１月３０日（木）１４時～１６時、１月３１日（金）９時～１２時・１３時～１６時 

■場所 ：村役場２階会議室 

■持ち物：①前年分の確定申告書の控 ②源泉徴収票、国民年金保険料の支払いを証する書類、国民健康保険 

     料・介護保険料の支払金額の分かる書類、生命保険料・地震保険料控除証明書、その他控除を計算 

     できるもの③マイナンバーカード及び本人確認書類の写し ④印鑑、計算器具、通帳、筆記用具、   

     その他申告に必要な資料など 

【お問合せ】村役場総務課企画財政係  

１月１７日は「防災とボランティアの日」です 

 平成７年１月１７日に発生した阪神・淡路大震災で、災害時のボランティアの重要性が広く認識され「防災

とボランティアの日」（１月１７日）と「防災とボランティア週間」（１月１５日から２１日）が制定されま

した。最近発生した令和６年能登半島地震など、自然災害はいつ起こるかわかりません。日頃より災害時の連

携・協働の取り組みを考えることは重要です。この機会に防災やボランティアについて考えてみてはいかがで

しょうか。 
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今月の表紙写真 初日の出の様子 

 あけましておめでとうございます。今年も例年通り「日の出マラソン」が行われ、参加された方は

７時半ごろには雲間から素晴らしい初日の出を拝むことが出来たかと思います。本年がこの初日の出

と同じように素晴らしい年になることを切に願います。 

カラーの写真は役場のHPでご覧いただけます。 

新庁舎等複合施設整備実施計画の延期について  

 昨年１２月１日、新庁舎等複合施設整備実施計画について住民説明会を行いました。 

 その際、ご説明いたしましたとおり、様々な要素を勘案した結果、本計画について一旦、延期とすることと

なりました。 今後につきまして、詳細が決まり次第改めて住民の皆様にお伝えいたします。 

【住民説明会であった質問（概要）】（一部抜粋） 

Q.なぜ延期という判断になったのか。再開はいつか。 

 住民アンケート等を通じて意見を集約した現在の施設案を基にすると、建設費は概算で約40億円との試算に

なりました。基金や債務などの財政状況や、他にも行わなければならない公共事業の状況など総合的に勘案

し、少なくとも現段階で本事業に着手することができない、という判断に至りました。再開時期については決

まり次第、住民の皆様に改めてお伝えいたします。 

 

Q.延期ということだが、庁舎等の建て替え自体を止めることは有り得るのか。 

 各施設、老朽化が進んでいるため、建て替え自体は必ず行う必要があります。 

 

Q.防災拠点・避難所としての役割を考えたとき、自家発電機能、消火機器等の設備面はどうするのか。 

 現在の設計では、避難所のキャパシティとしては100名程度を想定しています。自家発電機能等は今後具体的

に計画する際、その維持費がどれぐらいになるかも含めて検討していきます。 

 

Q.保育園がこの施設に入ったとき、現状の施設でできていたこと、例えば園庭での大きな声を出してのかけっ

こや泥遊びなどができるのか不安がある。 

 保育園の入口を複合施設全体の入口と異なる位置にしたり、建物自体、防音性・遮音性・耐震性の高いもの

を採用したりすることを考えていますが、今後具体的な段階に入る中で、それぞれの施設毎のすみ分けに配慮

した設計をしていくことになると思います。また泥遊びについて、現段階において、これまでと同じように、

というのは難しいかと思いますが、砂場を入れられるかなど、また現在の保育園庭を移動教室のような形で使

えるような環境構築も検討可能と考えています。 

 ※泥遊びについて…説明会後に確認したところ、新施設の保育園庭は地山を利用するため、泥遊びも可能に

なります。 

※説明会で使用した資料をご所望される方は、村役場企画財政係までお申し付けください。  
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日 月 火 水 木 金 土 

      

1 

歯科診療(～５) 

      

2 
 

3 4 5 6 7 8 

9 10 11 
建国記念の日 

12 

保健師(～１４) 

13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 
天皇誕生日 

24 
振替休日 

25 26 27 28 
 

 

 可 … 可燃ごみ 不 … 不燃ごみ 空 … 空き缶 

可 

可 

可 

可 可 

可 

可 

可 

空

不 

空

不 可 

 可 … 可燃ごみ 不 … 不燃ごみ 空 … 空き缶 

日 月 火 水 木 金 土 

   

1 
元日 

2 3 4    

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 
成人の日 

 

14 
保健師(～１６) 

15 16 17 18 
歯科診療(～２２) 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31 
 

 

可 

可 可 

可 可 

可 

可 

可 

空

不 

空

不 

可 

可 

可 

可 

可 

可 

可 
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～今日は何の日？  今月の行事とその概要を掲載します～ 

■ゴミ収集日 

月曜日 毎 週 可燃ゴミ 

火曜日 
第１火・第３火 不燃ゴミ 

第２火・第４火 空き缶 

水曜日 毎 週 可燃ゴミ 

木曜日 収集はありません 

金曜日 毎 週 可燃ゴミ 

■し尿処理作業日 

 

収集の要望がありましたら、随時対応します。  

 

■えびね公園開園スケジュール 

期間 開園日 閉園日 

４月～５月 月・火・水・金・土・日  木  

６月～１０月 水・金・土・日  月・火・木  

１１月～３月 水・金・日  月・火・木・土  

今月の英語月名 

January 
１月の英語名「January」は、ローマ神話の出入り口の神「Janus（ヤヌス）」に由

来します。ヤヌスは前と後ろに反対向きの２つの顔を持つのが特徴の双面神

です。1月が年の入口にあたることから、ヤヌスの名を冠する月となりました。 

 

【日本の祝日・記念日】 

◆１月第２月曜日 成人の日（せいじんのひ） 

 この国民の祝日は「おとなになったことを自覚し、みずから生き抜こうとする青年を祝い、励ます」

ことを趣旨としています。1999年までは毎年1月15日でしたが、ハッピーマンデー制度の導入に伴い、

現在の日となりました。もともと1月15日が成人の日とされたのは、この日が小正月であり、奈良時代

以降の日本において成人を示す元服の義（げんぷくのぎ）が行われていたことによるといわれていま

す。 

 御蔵島では、1月15日に「15歳の祝い」が行われました。15歳（数え年で13歳）になった男子は六

尺（約１．８メートル）の褌（ふんどし）を締めてもらい、平手でお尻を力いっぱい叩かれると一人前

の男とみなされました。また、女子はこの日に初めて腰巻を着用しました。 

 

◆１月１日 元日（元日） 

 年の最初の日、都市のはじめを祝う日といて、国民の祝日とされています。また、元日の朝のことを

元旦（がんたん）、元朝（がんちょう）と呼びます。 

  


